
ふるさとを愛し、たくましく生きる児童の育成 

令和６年度  教 育 計 画 

                   宇和島市立遊子小学校  
学校番号  027 

校長名 得能 健二 学級数 
３ 

（ ０ ） 
児童数 18 教職員数 ６ 

遊子小学校は、学校教育目標 

                   の実現に向けて、学校・家庭・地域の力を合わせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校の力（教育力） 

 個別最適な学びと協働的な学び 

 深い学び（ICTの有効な活用） 

 地域に学ぶ体験活動の充実 

地域の力（教育力） 

資源、体験、誇り、伝承の場 

家庭の力（教育力） 

 愛情を注ぐ 

 基本的生活習慣の確立 

 

 

家庭の 

願い 

学校の 

願い 

 

 

地域の 

願い 

地域学校協働活動の推進 

遊子っ子のために 

力を合わせる 
ＰＴＡの協力 

学校運営協議会の充実 

 地域とのつながり 

保護者とのつながり 

地域とともにある持続可能な学校 

校 

訓 

元
気
に 

仲
よ
く 

自
分
か
ら 

目指す児童像 目指す教師像 
○ 自分で設定した目標に向かって

努力する子 

○ 粘り強く取り組み、できること

を増やしていく子 

◇ チーム遊子として働きがい

を感じる教師 

◇ 誠意・信頼・熱意・挑戦を

大切にする教師 

【遊子っ子 あいうえお】 

あ あいさつ  い 命  う 運動・勉強  え 笑顔  お 思いやり を大切にします。 

 

 

 

 

 

 

【学校経営の重点】将来の姿を共有しながら、一人一人の可能性を伸ばす 

【スローガン】未来につながる、今を全力で！ 

 



重 

点 

目 

標 

１ 学校の教育目標 

  ふるさとを愛し、たくましく生きる児童を育成する。 

２ 基本方針  

 ◯ 自分の設定した目標に向かって努力する児童の育成に努める。 

◯ 地域の教育資源を最大限に生かすふるさと教育の充実を図りながら、保護者や地

域と連携協働することで、地域とともにある持続可能な学校を推進する。 

３ 経営の重点 

○ 将来の姿を共有しながら、一人一人の可能性を伸ばす 

 ～「遊子っ子 あいうえお」の具現化～ 

 あ 気持ちのよい挨拶や返事など、当たり前のことが当たり前にできる態度を育てる。 

い 「自分の命は自分で守る」を合言葉に、学校安全教育の充実を図るとともに、安

全・安心で充実した教育環境の整備に努める。 

う 目標に向かって粘り強く取り組み、運動・勉強で達成感を味わえるように努める。 

え 様々な交流・体験活動を充実させることで、いじめや不登校のない笑顔あふれる

学校づくりに努める。 

お 遊子の自然や歴史、産業など、地域の教育資源や人材を活用した体験活動に取り

組むことで、ふるさと遊子を思いやる子を育てる。 

管 

理 
運 

営 

１ 人的管理 

 ◯ 子どもと向き合う時間を確保するために、時間を有効に活用するなど、学校にお

ける働き方改革を推進する。また、地域住民による学校支援体制の構築を図る。 

 ◯ 明るく風通しのよい人間関係を構築し、「報告・連絡・相談」を確実に行うことで、

問題を組織で対応する体制を整える。 

 ◯ 教職員が一人一人の能力や意見を生かすことができる職場づくりに努める。 

 ◯ 教職員の服務規律の遵守と危機対応能力の向上を目指し、信頼される学校づくり

に努める。 

２ 物的管理 

 ◯ 安全点検の日常化を図り、潜在的危険箇所を除去する。 

 ◯ 家庭や地域と連携し、児童の見守りを行い、交通事故防止や犯罪被害防止に努め

る。 

 ◯ 感染症や熱中症等の対策を行い、児童の健康管理に配慮する。 

 ◯ 学校給食の安全性を確保するために、衛生管理を徹底する。 

 ◯ 施設・設備・備品の整備や整理整頓と教材・教具の有効活用を図る。 

３ 事務管理 

 ◯ 城東共同学校事務室との連携を密にして、適正で迅速な事務処理を行う。 

 ◯ 校務分掌の明確化と適正化を図り、事務処理の効率化を図る。 

 ◯ 個人情報の適切な保管・管理に万全を期す。 

本
校
教
育
の
特
色 

【ふるさと教育の推進】 

総合的な学習の時間（１・２年生は生活科）のふるさと教育において、地域資源を最

大限に生かした学習を意図的・計画的に取り入れ、ふるさとを愛し、地域に貢献する児

童の育成に努める。そのために、これまでも進めてきた内容についてＰＤＣＡサイクル

を活用しながら「段畑学習」「海の学習」「地域交流・地域貢献」の内容充実を図る。ま

た、防災教育にも力を入れ、地域を巻き込んだ学習活動になるように工夫する。 

 


